
いちごドリルプリント

九州地方 名前

問1 九州地方に位置し、阿蘇山周辺や平野部、干拓地などを活かした農業が盛んで、全国トップクラスの農業産出額を誇り、特に野菜の生産額が多
い県はどこですか。 （2026年 徳島県公立入試 類似）

1. 熊本県 2. 高知県 3. 愛媛県 4. 長野県

問2 1978年から2018年にかけての沖縄県の観光に関する統計資料を分析すると、観光客数と観光収入の双方が著しい成長を見せていることがわか
ります。この約40年間の変化について、数値の推移から読み取れる事実として最も適切なものはどれですか。 （2024年 群馬県公立入試 類似）

1. 観光客数は大幅に増加したものの
、観光客1人あたりの消費額が急減し
たため、観光収入の総額は1978年当
時の水準を維持するにとどまった。

2. 1978年と比較して、観光客数の
増加率よりも観光収入の増加率が極
端に低くなっており、観光産業の経
済への影響力は年々低下している。

3. 観光客数はこの期間に8倍以上の
増加率を記録しており、それまでの
主要産業であった農業の生産額を統
計開始直後に上回った。

4. 観光客数は1978年の約140万人か
ら2018年には約1000万人に達して
おり、観光客数の増加に連動して観
光収入も大きく拡大した。

問3 土地の条件に応じた人々の生活の工夫について、南九州のシラス台地における水利用の特徴を正しく説明しているものはどれですか。 （2024年

福井県公立入試 類似）

1. 火山灰が堆積した層は水分を保持
しにくいため、地下数十メートルの
帯水層まで届く深い井戸が作られた
。

2. 土地が非常に平坦で水が滞留しや
すいため、住居を高く盛り土した「
輪中」のような構造の中に井戸を掘
った。

3. 水田稲作に適した粘土質の土壌が
広がっているため、ため池を各地に
作り、網の目のような用水路を張り
巡らせた。

4. 地表の土壌が非常に硬く掘削が困
難なため、遠方の河川から「疎水」
と呼ばれる長い水路を引いて水を確
保した。

問4 ある県の主要5市を比較した統計において、福岡市は面積割合が6.9パーセントと最小クラスである一方、人口割合は31.4パーセントと最大値を
示しています。この数値から読み取れる、福岡市の社会的な特徴について述べた文として正しいものはどれですか。 （2023年 岡山県公立入試 類似）

1. 人口割合が面積割合を大きく上回
っており、人や機能が高度に集中し
ている。

2. 人口と面積の割合が同程度である
ため、過密による交通渋滞などの問
題が起こりにくい。

3. 面積割合が人口割合を大きく上回
っており、居住空間にゆとりがある
。

4. 人口の流出が激しく面積あたりの
人口が減少しているため、過疎化対
策が必要である。

問5 阿蘇山周辺から熊本県南部にかけての自然景観と、人々の生活や産業の関わりについて述べた文として最も適切なものはどれですか。 （2025年

東京都公立入試 類似）

1. 広大な平野部では、土砂の堆積に
よって形成された干拓地を利用した
大規模な稲作が行われている。

2. 年間を通じて降水量が少なく乾燥
しやすいため、平野部には「ため池
」が各地に点在している。

3. 日本海側の気候の影響を強く受け
るため、冬季には季節風による大量
の降雪が見られる。

4. 火山群の周辺には多くの温泉が点
在し、国立公園としての景観を活か
した観光業が盛んである。

問6 福岡県における1970年と2020年の工業統計を比較すると、鉄鋼の出荷額は約4,700億円から約9,800億円へと約2倍に増加しています。しかし
、製造品出荷額全体に占める鉄鋼の「割合」は低下しました。その理由として適切な説明はどれですか。 （2024年 熊本県公立入試 類似）

1. 製造品出荷額の合計が、鉄鋼の伸
びを大きく上回る5倍以上の規模にま
で増加したため。

2. 北九州工業地帯の衰退により、福
岡県全体の製造品出荷額が1970年よ
り減少したため。

3. 鉄鋼の出荷額そのものが、1970
年の水準を大きく下回る結果となっ
たため。

4. 自動車などの輸送用機械の出荷額
が、鉄鋼の増加額を下回るわずかな
伸びに留まったため。

問7 日本の主な工業地帯・地域を比較した統計資料において、製造品出荷額の総額が約8.5兆円と他の大工業地帯に比べて規模が小さく、産業構成の
割合が機械工業約41.1％、金属工業約17.9％、食料品工業約16.5％となっている工業地帯はどこですか。 （2019年 山形県公立入試 類似）

1. 阪神工業地帯 2. 中京工業地帯 3. 北九州工業地帯 4. 京浜工業地帯

問8 宮崎県の農業統計において、ピーマンの月別入荷量が多い冬から春にかけて、市場全体の1キログラム当たりの平均価格が高くなっている傾向が
見られます。このような農業経営の工夫に関する記述として正しいものを選びなさい。 （2020年 静岡県公立入試 類似）

1. 大都市に近い立地を活かした近郊
農業により、輸送コストを抑えて新
鮮なうちに販売している。

2. 特定の作物のみを大量に生産する
工芸作物の栽培により、生産コスト
を大幅に削減している。

3. 冷涼な気候を活かして成長を遅ら
せる抑制栽培により、夏場の需要に
合わせて出荷している。

4. 暖かい気候を活かして成長を早め
る促成栽培により、競争相手が少な
い時期に出荷している。

問9 都市の人口構造に関する記述として、那覇市（昼夜間人口比率 約109.6%）と、その隣接する豊見城市（同
約92.2%）の関係性を正しく説明しているものを選んでください。 （2018年 沖縄県公立入試 類似）

1. 那覇市と豊見城市の間で、日中の
買い物客の移動が双方向に均等に行
われていることを示している。

2. 那覇市ではドーナツ化現象により
夜間人口が急減しており、豊見城市
では都心回帰現象により夜間人口が
急増している。

3. 那覇市は行政や経済の中心地とし
ての役割が強く、豊見城市は那覇市
へ通う人々の住宅都市としての側面
が強い。

4. 那覇市は観光開発によって一時的
な滞在者が増えており、豊見城市は
農業を中心とした自給自足的な地域
である。

問10 日本の諸地域を学習する際、北海道、東北、関東、中部、近畿、中国・四国、九州の七つの地方区分が用いられることがあります。宮崎県を含
むこの地方区分に基づいたとき、宮崎県と同じ区分に属する県の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2025年 愛知県公立入試 類似）

1. 広島県・岡山県 2. 福岡県・鹿児島県 3. 愛媛県・香川県 4. 熊本県・徳島県

問11 九州地方を扱った地理の学習において、大分県の特徴をまとめた説明として、最も適切なものはどれですか。 （2020年 静岡県公立入試 類似）

1. 九州地方の北部に位置し、北九州
工業地帯を中心とした重化学工業が
県の経済を支えている。

2. 九州地方の南東部に位置し、温暖
な気候を利用したピーマンやキュウ
リの促成栽培が行われている。

3. 九州地方の中央部に位置し、阿蘇
山のカルデラや広大な農業地帯での
畑作が盛んである。

4. 九州北東部に位置し、別府温泉や
由布院温泉などの豊富な温泉資源を
活用した観光業が盛んである。

問12 同じ耕地で1年の間に2種類の異なる作物を栽培する「二毛作」を行う主な目的や特徴として、最も適切な説明はどれですか。 （2019年 山形県公立入試

類似）

1. 特定の季節に収穫時期を早めるこ
とで、他の産地よりも高い価格で出
荷する。

2. 限られた耕地を1年を通じて有効
に活用し、異なる農産物を組み合わ
せて生産する。

3. 温暖な気候を最大限に利用して、
同じ種類の作物を年に2回収穫し、収
穫量を増やす。

4. 地力の消耗を抑えるために、特定
の季節には作物を植えずに土地を休
ませる。
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答え合わせ・解説
問1 答え 1

熊本県
九州地方の熊本県は、阿蘇の外輪山麓や平野部、干拓地などを活用した農業が行われています
。全国屈指の農業産出額を誇っており、トマトなどをはじめとする野菜の生産額が特に多いこ
とが特徴です。

問2 答え 4
観光客数は1978年の約140万人から2018年
には約1000万人に達しており、観光客数の増
加に連動して観光収入も大きく拡大した。

1978年から2018年にかけての統計を見ると、沖縄を訪れる観光客数は約7倍強（140万人か
ら約1000万人）に増加しており、これに伴って観光収入も右肩上がりの推移を見せています
。選択肢にある「8倍以上の増加」は、1000÷140＝約7.14倍であることから統計上の事実と
は言えません。この観光産業の成長により、沖縄県はサービス業を中心とした第3次産業が経
済の柱となっています。

問3 答え 1
火山灰が堆積した層は水分を保持しにくいた
め、地下数十メートルの帯水層まで届く深い
井戸が作られた。

シラスは火山灰などの噴出物が積み重なってできた土壌であり、非常に水を通しやすい性質を
持っています。台地の上では水がすぐに地下へ抜けてしまうため、古くから水不足に悩まされ
てきました。この問題を解決するために、鹿児島県の一部地域では60メートルを超えるような
深い垂直の井戸を掘り、地下深くの帯水層から水を汲み上げる工夫がなされました。これは、
関東地方の火山灰土である関東ローム層とは異なる、シラス特有の堆積の厚さと性質に起因す
るものです。

問4 答え 1
人口割合が面積割合を大きく上回っており、
人や機能が高度に集中している。

福岡市の特徴は、県全体に占める面積の割合に対して、人口の割合が圧倒的に大きい点にあり
ます。この数値の乖離は、県内の人や経済活動、行政機能などが福岡市という限られた範囲に
極度に集中していることを示しています。その結果として高い人口密度が形成されており、九
州地方における地方中枢都市としての機能を果たしています。

問5 答え 4
火山群の周辺には多くの温泉が点在し、国立
公園としての景観を活かした観光業が盛んで
ある。

阿蘇山周辺は火山活動の影響により、多くの温泉地が形成されており、阿蘇くじゅう国立公園
として観光資源になっています。香川県などで見られる「ため池」や、北陸地方などで見られ
る「日本海側の降雪」は熊本県の特徴とは一致しません。また、干拓は有明海沿岸で見られま
すが、県全体の自然環境の説明としては火山の恩恵である温泉や景観がより適当です。

問6 答え 1
製造品出荷額の合計が、鉄鋼の伸びを大きく
上回る5倍以上の規模にまで増加したため。

福岡県の鉄鋼の出荷額自体は1970年から2020年の間に約2倍に増えていますが、県全体の製
造品出荷額の合計が約1.8兆円から約9.9兆円へと5倍以上に急増しました。これは輸送用機械
（自動車）などの他の分野がより大きく成長したことを意味しており、分母となる全体額が大
幅に増えたことで、相対的な数値である鉄鋼の「割合」は低下する結果となりました。

問7 答え 3
北九州工業地帯

北九州工業地帯は、中京工業地帯（約54.6兆円）や阪神工業地帯（約31.0兆円）などの他の
四大工業地帯と比較して、出荷額の規模が最も小さいことが統計上の特徴です。産業構成では
、歴史的な背景から金属工業のイメージが強いものの、現代のデータでは機械工業が最大の割
合を占めており、次いで金属、食料品の順になっています。この構成比と総額の規模感から判
断することが求められます。

問8 答え 4
暖かい気候を活かして成長を早める促成栽培
により、競争相手が少ない時期に出荷してい
る。

宮崎平野などで見られるピーマンの生産は、黒潮の影響を受けた温暖な気候を利用した促成栽
培の典型例です。市場における価格の変動（入荷量が少ないと価格が上がる）という仕組みを
利用し、ビニールハウス等で時期を早めて生産することで、経済的な優位性を確保しています
。これに対し、夏でも涼しい高冷地などで時期を遅らせる栽培方法は抑制栽培と呼ばれ、長野
県のレタスなどが有名です。

問9 答え 3
那覇市は行政や経済の中心地としての役割が
強く、豊見城市は那覇市へ通う人々の住宅都
市としての側面が強い。

昼夜間人口比率が100％を超える都市は、周辺地域から労働力や学生を吸収する「吸い出し」
の力が強い都市中心部であることを示します。那覇市はその代表例です。対して、比率が100
％を下回る豊見城市などは、夜間に眠る場所としての機能が高い「ベッドタウン」としての性
格を反映しています。このような人口の移動は、交通網の発達や都市機能の集中、郊外の宅地
開発といった地域構造の変化と密接に関連しています。

問1
0

答え 2
福岡県・鹿児島県

宮崎県は九州地方に分類されます。選択肢のうち、福岡県と鹿児島県はいずれも宮崎県と同じ
九州地方に属する県です。愛媛県、香川県、広島県、岡山県、徳島県は中国・四国地方に分類
されるため、宮崎県とは異なる地方区分となります。このように地方区分を理解することは、
日本全体の地域的特徴を把握する上での基本となります。

問1
1

答え 4
九州北東部に位置し、別府温泉や由布院温泉
などの豊富な温泉資源を活用した観光業が盛
んである。

大分県は、九州の北東部で瀬戸内海に面する位置にあります。日本有数の温泉資源は火山帯の
影響によるものであり、これを利用した観光業や地熱発電などは地域の重要な特色となってい
ます。選択肢にある重化学工業は主に福岡県、阿蘇山や広大な畑作は熊本県、促成栽培は宮崎
県の特徴です。

問1
2

答え 2
限られた耕地を1年を通じて有効に活用し、
異なる農産物を組み合わせて生産する。

二毛作は、1つの土地を休ませることなく1年中有効に活用するための工夫です。日本の伝統的
な二毛作では、夏に米、冬から春にかけて麦を育てることで、主食の確保と土地利用の効率化
を両立してきました。選択肢にある「同じ種類の作物を年に2回」収穫するのは二期作、「収
穫時期を早める」のは促成栽培の説明です。


